
 

 

 

 

 

 

 

平成３０年６月５日（火）１４時～１６時３０分 

会場：しろい市民まちづくりサポートセンター多目的スペース 

１．開会 

２．市長挨拶 

３．趣旨・進行説明 

４．補助金交付団体からの成果報告（発表１０分＋質疑５分） 

 

順番 
時間 
（予定） 

補助金タイプ 団体名［事業名］ 頁 

１ １４時１０分 活動促進型
ステップ 

［学習支援］ 
1～3 

２ １４時２５分 活動促進型
特定非営利活動法人まんぷく食堂 

［子どもに食事を提供する事業］ 
4～11

３ １４時４０分 活動促進型
ふじ元気ひろば 

［ふじ元気ひろば］ 
12～20

４ １４時５５分 活動促進型

ユーカリアンサンブル 

［生き生き暮らすためのお手伝い～音楽ボランテアを

通して～］ 

21～23

休憩 １５時１０分～１５時３０分 

５ １５時３０分 活動促進型
ＮＰＯ法人白井助け合いネット 

［ふれあいサロン事業］ 
24～36

６ １５時４５分 活動発展型

特定非営利活動法人しろい環境塾 

［四季の花・植物で里地里山を彩る市民活動による環

境保全］ 

37～40

７ １６時 活動発展型
ときめきマルシェプロジェクト 

［ときめきマルシェ］ 
41～44

 

５．講評  市民活動推進委員会 委員長 関口宏聡 

（特定非営利活動法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会 代表理事） 

６．お知らせ 

７．閉会 

 

 



 

 

 

 

団体名 ステップ 

事業名 学習支援 

事業概要 主に子供の貧困対策としての学習支援 

補助事業費 

総額 
１４８，９６８円 補助申請額 ７０，０００円

 

  

１ 

- 1 -



- 2 -
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団体名 特定非営利活動法人まんぷく食堂 

事業名 子どもに食事を提供する事業 

事業概要 

子どもの健全育成に寄与することを目的として、経済的理由や共働き

の家庭の子どもとその保護者に対して家庭食を提供し、食生活を改善

するために食堂を開催する。 

補助事業費 

総額 
１６４，６００円 補助申請額 ７０，０００円

 

  

２ 
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2018/5/31

1

特定非営利活動法人

まんぷく食堂

（市民団体活動ご報告会）

特定非営利活動法人まんぷく食堂

設立 平成２９年１月１６日
所在地 白井市大山口２丁目８番１７号
代表理事 原口由佳

代表理事 原口さん（右）
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2018/5/31
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まんぷく食堂設立・活動の目的（子ども食堂の運営）

ひとり親家庭や留守家庭の子供や保護者のために
家庭的・低価格の食事を提供

運営に当たっては障害者の就労場所とし社会参加
の支援に寄与したい

（但し本件は日常継続的な運営が前提で将来目標）

Ⅰ.平成２９年度の開催実績

参加者数

開催地 回数 期間 大人 子供 合計

南山 ５ ４月～７月 ２９ ８１ １１０

西白井 １２ ４月～本年３月１４９ １８６ ３３５

合 計 １７回 １７８ ２６７ ４４５

場所 ※南山 個人宅のご協力

西白井 複合センターを借用
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2018/5/31
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Ⅱ.平成２９年度の活動計算書
１.経常収益 （単位：
円）

受取会費 10,000

受取寄付金 365,300 （2団体 210,000 個人５名 155,300）

受取助成金 70,000 （白井市助成金）

事業収益 76,500 合計 ５２１，８００

２.経常費用

食材費 63,233

設備費他 １０１，５１７ 合計 １６４，７５０

３.当期経常増減額 差引 ３５７，０５０

Ⅲ.まんぷく食堂の運営方法

〈事前打合せ〉

開催日： 開店前週の水曜日１８時～１９時

西白井複合センター

内 容： 料理の決定と参加者概数の確認

食材在庫確認、購入数量、担当の決定

当日の調理担当の割り振り

その他連絡・調整事項

〈開店当日〉

開店： 毎月第４火曜日１８時～２０時

西白井複合センター

集合： １５時３０分

内 容： 調理担当割りと応援スタッフの確認

調理（～１７：４０まで）

OPEN １８：００～２０：００

後片付け 随時～２０：３０

- 7 -



2018/5/31
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Ⅳ.料理の決定・安全衛生管理

〈調理師高橋さんのご協力〉
・メニューの提案
・食材の指示
・調理の指導（仕込.味付け.盛付け）
・安全衛生指導

－検便ー
ーエプロン・料理用手袋・マスク・頭巾ー

・事故対応
－ボランティア行事用保険ー

〈食材の確保について〉
・フードバンクのご協力
・市内農家の皆さんのご協力
・ボランティアセンターのご協力 等

調理師 高橋さん

運営風景
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運営風景（調理室）

運営風景（メニュー）
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運営風景（メニュー）

現在の運営スタッフの皆さん
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2018/5/31
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Ⅴ.今年度の課題と目標

１.開店情報を〈本当に必要とする人〉へ

２.開店回数を増やしたい！（今年度事業目標、先ず月２回実施へ）

ー場所・スタッフ・運営資金の確保ー

３.広報の努力（HPの開設）

－スタッフ募集、資金・食材支援のお願いー

４.運営資金の確保

ーイベント（夏祭り等）参加による収益、募金などー

（以上、ありがとうございました）
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団体名 ふじ元気ひろば 

事業名 ふじ元気ひろば 

事業概要 

「地域ぐるみネットワークふれあい会議」活動をベースにして子ども

から高齢者まで幅広い年齢の方が参加する元気食堂と食育を兼ねた

野菜栽培と野外活動 

補助事業費 

総額 
２４９，８６６円 補助申請額 ７０，０００円

 

  

３ 
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団体名 ユーカリアンサンブル 

事業名 生き生き暮らすためのお手伝い～音楽ボランテアを通して～ 

事業概要 
・地域の人々と音楽を通して交流 

・高齢者施設への定期訪問ボランテア演奏 

補助事業費 

総額 
２０４，２２２円 補助申請額 ７０，０００円

 

  

４ 
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団体名 ＮＰＯ法人白井助け合いネット 

事業名 ふれあいサロン事業 

事業概要 

社会福祉施設などの利用者及び近隣の住民参加で相互の親睦を深め

るため「サロン」を開設する。サロンは少額の参加料で誰もが自由に

参加でき飲み物を飲み、おしゃべりをし、一緒に歌い、知らない者同

士が知り合う場となり、老いも若きも楽しい輪の広がる場になること

を目的とする。 

補助事業費 

総額 
８８，８００円 補助申請額 ７０，０００円

 

  

５ 
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5/31/2018

1

介護施設ふれあいサロン

NPO法人白井助け合いネット

「⽩井助け合いネット」の

介護施設ふれあいサロン実施ご報告
『    ⾥』・『        千葉⽩井』・『リハモードヴィラ⽩井』
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5/31/2018
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NPO法⼈ ⽩井助け合いネットの⽬的と事業

定款
（目的）
第３条 白井市の急速な高齢化に備え、市民活動・協働による全市民を対象とした「地域の助け合
い（支え合い）活動」を推進し、誰もがその人らしく、住み慣れた地域で暮らせる安心安全なま
ちづくりに貢献することを目的とする。
（特定非営利活動の種類）
第４条 （１）保健、医療又は福祉の増進を図る活動

（２）まちづくりの活動を図る活動
（３）前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動

第５条この法人は、その目的を達成するため、特定非営利活動に係る次の事業を行う。
① 地域福祉の増進を図る事業
② 居場所（サロン）の設置、運営に係る支援事業
③ 街づくりの推進を図る事業
④ その他この法人の目的達成のために必要な事業

NPO法人白井助け合いネット

NPO法⼈ ⽩井助け合いネット活動の経緯

１．設立 平成25年12月

２．平成26年度活動～平成27年度

（１）3者会議による市方針との整合を図る。

市福祉計画に沿って具体策の討議を実施。

（市・社会福祉協議会・助け合いネット）

（２）高齢化率の高い自治会・その他地域へ

の「サロン」設立への働きかけ

３．平成28年度

（１）自治会（生活圏）での「サロン」設立が早い動きにならないと判断

（２）「ネット独自で施設連携型サロン開設」に踏み切る。
NPO法人白井助け合いネット
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H29年度開催サロン実績

No. 日付 実施場所 参加人数（名）

1 2017/4/21ウィズホスピタル 37

2 2017/5/27さつきの里 未カウント

3 2017/6/21さつきの里 47

4 2017/9/20さつきの里 19

5 2017/11/4菊祭りサロン（移動） 未カウント

62017/12/14リハモードヴィラサロン白井 21

7 2017/12/16冨士地区・子育てサロン（移動） 約120

82017/12/20さつきの里 47

9 2018/2/21さつきの里 38

10 2018/3/17冨士地区・こどもまつり後援（移動） 59
NPO法人白井助け合いネット

サロン継続の効果過去⼆年間 経験 得   効果

１．お仲間と⼀緒に（同伴）・・誘い合わせての参加：楽しいイベントへの期待

２．健康への関⼼が⾼まる・・・前向きなとりくみの気持ち
：締     梨  体操

    歌 ：楽   雰囲気 参加意識

３．折り紙の作業・・・・・・・・・・・作業 過程 教  教 合     仲間意識
仲良   

NPO法人白井助け合いネット
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参加呼びかけの方法と手段

１．チラシの ； カラー印刷を原則とする

作成方針 イベントなど不特定多数の配布で

部数の多いときはモノクロとする

２．配布地域 ： 白井市の各公民館、各福祉団体

方法 開催施設と関連施設

知人・友人（口コミ）の利用

開催地域の自治会等への協力依頼

NPO法人白井助け合いネット

NPO法人白井助け合いネット
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5/31/2018
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サロンの内容（タイムスケジュール）

１．受付開始：１３：００ 
２．   開始：１３：３０ 
３．折 紙 時間 体調      ：１３：５０ 
４．⾳楽 時間：１４：３０ 
５．頭 体操：１５：１０ 
６．梨  体操：１５：２０ 

NPO法人白井助け合いネット

各サロンの歌の本

NPO法人白井助け合いネット
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折り紙の一部

NPO法人 白井助け合いネット

各サロン風景

さつきの里

       ⾥

NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット
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NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット
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NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット

ウィズホスピタル
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5/31/2018
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サロンウィズホスピタル

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット
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リハモードヴィラ白井

サロンリハモードヴィラ⽩井

NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人 白井助け合いネット NPO法人 白井助け合いネット
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今後の活動展開について

NPO法人白井助け合いネット

１．福祉の増進を図る活動
市⾼齢者福祉課ー社会福祉協議会との連携

２．市⺠活動⽀援課ー地域住⺠交流 場 作 活動
（ネット事業部として推進）
（１）介護施設連携型サロン
（２）地域貢献企業連携型サロン
（３）飲⾷店連携型サロン
（４）空家活⽤型サロン

※地域活動型 特 市⺠     協働 必然
     他 市⺠活動団体  協⼒ 図   

 活動 効率 拡⼤ ⽬指    

NPO法人白井助け合いネット
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ご清聴ありがとうございました。

NPO法人 白井助け合いネット

NPO法人白井助け合いネット
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団体名 特定非営利活動法人しろい環境塾 

事業名 四季の花・植物で里地里山を彩る市民活動による環境保全 

事業概要 

白井市北東部の平塚地区及びその周辺地域である、金山落から手賀沼

にかけての地域の川・沼沿いの道路及び休耕畑・水田を活用して景観

植物・景観作物の栽培と環境整備を行い、次世代へのより良い環境の

継承、やすらぎのあるまちづくりに寄与する。 

補助事業費 

総額 
３３９，６２０円 補助申請額 ２５０，０００円

 

  

６ 
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2018/5/23
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四季の花・植物で 里地
里山を彩る市民活動

NPO法人しろい環境塾

事業報告１
１.事業実施の理由

しろい環境塾は平成１３年の設立以来、平塚地区を中心とした地域の里地里山の整備・保全
を行ってきたが近年農業者の高齢化及び後継者不足により、耕作放棄地・休耕地が増大し、農
業活動を基本とした美しい里地里山の景観が失われつつあり、危機感を感じていた

２.事業概要

白井市北東部の平塚地区及びその周辺地域である、金山落から手賀沼にかけての地域の川・
沼沿いの道路及び休耕畑・水田を活用して景観植物・景観作物の栽培と環境整備を行い、次世
代へのより良い環境の継承、やすらぎのあるまちづくりに寄与する

３.実施体制

しろい環境塾会員及び公募の一般を主体として活動

美しい手賀沼を愛する市民の連合会と協同

平塚協議会（平塚の農家及び市民有志)と協働し、地元と連携

４.告知方法

広報しろい、地域の新聞・折込チラシに活動内容・活動日を掲載し、参加者を募集

しろい環境塾のホームページに活動予定を掲載し紹介
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事業報告２

５.事業実施中の課題等

年間スケジュールに基づき、参加者を募集したが、応募者が少なく、しろい環境塾の会員及
び家族を中心とした活動に留まった

対応策として、当塾の他のイベント・行事で紹介し参加者を募集した

６.事業成果等

しろい環境塾では従来から、季節の花の栽培・手入れを行ってきたが、地域を広げ景観植
物・景観作物の栽培の広がりを実施できた

特に、カンナ街道のカンナの栽培については、平成３０年度に、地元自治会等が行う白井市
沿道みどりの推進事業のカンナ街道の復活の団体活動につながることになった

しろい環境塾の会員有志も団体を作り、同活動に参加する

７.今後の展望

市民団体活動支援補助金により栽培した植物の種・株を有効活用していきます

又、同補助金により購入できた、草刈り機等を有効活用し、環境保全活動を継続します

事業の内容 主な活動

1.コキアの栽培
2.ひまわりの栽培
3.綿の栽培
4.カンナ街道のカンナ復活の試行
5.金山落の川沿いの道路の草刈り・清掃
6.特定外来植物「ナガエツルノゲイトウ群落」の生育
場所確認
7.古代米（赤米）の栽培 景観の美しさ しめ縄作り
8.コスモスの栽培
9.四季の里山の花・風景の写真パネル作成と展示
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活動エリア

左上 ナガエツルノゲイトウ群落 右上 赤米（神丹穂米）の実り
左下 休耕田のヒマワリ 右下 カンナ街道のカンナ
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団体名 ときめきマルシェプロジェクト 

事業名 ときめきマルシェ 

事業概要 
市民が主体となって、市との協働により、白井総合公園にて、年２回、

ときめきマルシェを開催します。 

補助事業費 

総額 
５２８，０００円 補助申請額 ２００，０００円

 

７ 
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に活動ができるような独⽴性を持つことを⽬標として定めました。
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